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模擬国連とは
模擬国連とは，参加者が各国の大使になりきり，実際の国連会議を模した場で国際問題につい

て議論する活動です。参加者は事前に担当国や議場，議題，国際情勢についてリサーチし，政

策を立案します。会議では，スピーチや交渉を通して自国の立場を表明し，他の参加者と協力

して決議を作成することで，国際問題の解決と国益の達成を目指します。グローバル・クラス

ルーム日本委員会は高校模擬国連の今後のさらなる普及・発展を目指しています。

私たちの事業
グローバル・クラスルーム日本委員会は，全日本高校模擬国連大会の運営および高校模擬国連

国際大会への派遣支援事業を行っています。書類選考により全日本高校模擬国連大会の出場校

を決定し，同大会で賞を獲得した上位8校16名を日本代表として，高校模擬国連国際大会が開催

されるニューヨークに派遣しています。豊かな国際感覚を持つ人材育成の観点から8校のうち2

校は地方創生枠として国際大会への派遣経験のない都道府県の高校から選出しています。
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142校 430名 69校 172名 8校 16名
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全日本大会事業

第11回全日本高校模擬国連大会に参加した高校生と引率教員（青）に感想を伺いました。

参加者・高校教員の声

１１月に開催する全日本高校模擬国連大会では，書類選考を通過した全国約160名の高校生
が東京都渋谷区の国連大学に集結し，議題である国際問題について白熱した討論・交渉が
繰り広げられます。

3

南篤
東京大学3年（運営当時）
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米国・ニューヨークで開催される高校模擬国連国際大会に，日本代表団として6組12名の

高校生を派遣します。派遣の際には，国際大会への出場に加え，大会で担当する国の国連

政府代表部，国連日本政府代表部，国連機関事務所などへの表敬訪問を行います。また派

遣中のサポートだけでなく，派遣前の綿密なリサーチの支援，派遣後の渡米報告会などを

通して，派遣生の学びを最大化しています。

派遣支援事業

これまでの受賞実績
(2007〜2018年)

最優秀賞 ２回

優秀賞 １４回

ＰＰＰ*賞 ６回

*ポジション＆ポリシーペーパー

2019年度派遣支援事業日程

4/14：インフォメーションセッション
（政策発表会・事前研修会）

5/7：羽田空港発・JFK国際空港着
国連事務次長・軍縮担当上級代表
中満泉様 表敬訪問

5/8：国際労働機関(ILO)訪問
国連デンマーク政府代表部訪問
UNICEF訪問

5/9：国連日本政府代表部訪問
UN Women訪問

5/10：国際大会開会式・1日目

5/11：国際大会２日目・閉会式

5/12：現地出発

5/13：帰国

6/23：渡米報告会



私たちの目指すもの
他者との協働を通して，社会問題の解決に主体的に貢献する人材の育成

現代社会は，ローカル・ナショナル・グローバルの様々なレベルで数多くの深刻な問題に直

面しています。これらの問題はしばしば価値観の対立に起因し，その解決には他者と真摯に

向き合うこと，そして問題の正確な把捉に基づいた高度な策を要します。

しかし，現状の学校教育では，社会問題を解決する意欲・能力や，価値観が異なる他者と正

面から議論するのに必要な力が十分に養われないというのが私たちの問題意識です。私たち

の事業は，模擬国連という課外活動を通して，高校生がこれらの力の重要性を認識し，身に

付ける契機を提供しています。それによって，将来の国際社会におけるリーダーを輩出する

ことを目標としています。

模擬国連会議で要求される能力は多岐に渡ります。参加者にはそれぞれ得手不得手があり，

大勢を惹きつけるスピーチができる人，高度な英語を駆使して文章を書くことができる人，

他人の話を聞き出すのが上手い人など様々です。そのように各自の魅力を活かして活躍でき

ることは，模擬国連の教育プログラムとしての大きな特徴です。

その中で，私たちが高校生に特に伸ばしてほしいと考える力は以下の２つです。

模擬国連会議では，本物の国連と同様に，複数の国々が一つの問題の解決に向けて議論・交

渉を行います。その一方で，各国大使にはその問題に関する自国益を達成するという責任が

あります。故に，模擬国連の参加者には，複雑な国際問題を構造的に理解すること，またそ

れに基づいて戦略的に政策を立案することが求められます。高校生はその中で，高度な思考

力と国際的な視野を養います。世界のあるべき姿を考え，それを実現するために何が必要か

を考え抜く経験をするのです。

１．問題解決

模擬国連会議において，国際問題を解決に近づけ，国益を達成するためには，他の大使たち

との合意を形成することが必要不可欠です。そのため，自国の政策を相手に効果的に伝え，

他国の主張に耳を傾けて協力関係を構築した上で，解決に向けたイニシアティブを取ること

が鍵となります。高校生はその過程で，表現力や傾聴力を身につけ，真摯に他者と向き合う

態度を学ぶことになるのです。

模擬国連で養われる力

２．他者との協働
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模擬国連の先で
全日本大会と派遣支援事業を通し，私

たちは高校生に対し“一度の経験で終わ

らせないでほしい”というメッセージを

一貫して伝えています。模擬国連では，

参加者の大多数が成功と同時に失敗を

経験します。「あの国との交渉に失敗

した」「スピーチがうまくいかなかっ

た」「決議案が通らなかった」など，会議後の参加者からは受賞の有無に関わらず様々な声

が聞こえてきます。しかし私たちは，それこそが最も大きな成長のきっかけであると認識し

ています。全日本大会後に参加者全員で行われるレビューや派遣支援事業後の渡米報告会で

は，参加者自身が「なぜあの時うまくいかなかったのか」という問いを，準備段階から会議

中までを振り返りながら突き詰めます。自らを相対化し批判的に見つめ直すことで，初めて

改善すべき点が露わとなるのです。このような経験を通して，参加者はメタ的な視点を持ち，

成長を志す姿勢を身につけます。どのような環境でも常に自己成長を志す態度こそが，「他

者との協働を通して，社会問題の解決に主体的に貢献する人材」となるために必要であると

考えています。

より多くの高校生へ
私たちは過去12年間，高校生に質の高い模擬

国連活動の場を提供し続けることを通して，

主体性と高い能力を持つ人材を輩出し続けて

まいりました。当初はわずか12名の国際大会

派遣から始まった高校模擬国連事業ですが，

現在では全国各地で多くの高校生が模擬国連

活動を行っています。昨年の全日本大会には142校，430名の高校生からの応募がありました。

模擬国連活動の教育的価値が認知されてきた今，今後はこれまで以上に多くの高校生に模擬

国連活動の機会を提供していくフェーズであると考えています。

これからも長きにわたって高校生に模擬国連活動を提供していくために，ご理解とご協力の

ほどどうぞよろしくお願いいたします。
７

3158人
1530人
149人

高校模擬国連国際大会
への派遣支援事業OBOG
の進学先

第1-12回 応募総数

第1-12回 会議参加者総数

国際大会参加者総数




